
R3.7.8　福島県文化振興課

No. 質問事項 質疑内容 回答

1

仕様書「4　委託

業務の内容

（1）ワーク

ショップの実施」

について

②実施するワークショップ回数は20回前後の開催との記

載がありますが、（別紙）スケジュール（案）では県立

美術館6回、県立博物館5回、独自プログラム5回以上と

あり、合計16回です。独自プログラムを9回以上と読み

替えるべきなのでしょうか？

また、昨年は県立美術館の実施回数が多かったようなの

で、今年度も6回より増えた場合、追加の委託費が確保

されると考えて良いでしょうか？若しくは、独自プログ

ラムの回数を減らして調整するのでしょうか？

スケジュール案では、県立美術館６回、県立博物館５回の実施回数と

見込んでおりますが、独自プログラムと合わせて２０回「前後」の実

施とするには、独自プログラムを最低でも５回以上は実施していただ

きたいという趣旨となります。ご指摘いただいたとおり、２０回の実

施とするためには独自プログラムを９回実施する計画となりますが、

実施計画に応じ多少の前後は問題ございません。

また、県立美術館プログラムの参加校は公募により決定するため、回

数が変動する可能性がありますが、委託費の上限は変更せず、独自プ

ログラム等その他の経費をもって調整していただきます。

2

仕様書「4委託業

務の内容

（1）ワーク

ショップの実施に

ついて

③ワークショップの実施に当たっては、県立美術館及び

県立博物館と協議の上、県内外で活躍するアーティスト

等を講師として迎えることとありますが、独自のプログ

ラムの提案にあたって県立美術館及び県立博物館と協議

出来ないので、採択後提案する講師の変更があると考え

て良いでしょうか？

それぞれのプログラムで招聘するアーティストの重複を防ぐため、講

師は委託候補者決定後の打合せを通して本決定とします。万一、企画

提案いただいたアーティストが他のプログラムと重複する場合には、

講師の変更をお願いする可能性がございます。

なお、県立博物館とのプログラムにおいて招聘するアーティストとは

県立博物館との協議により決定することとし、県立美術館が招聘を予

定するアーティストはHPに掲載しておりますのでご参照ください。

福島県立美術館 HP：https://art-

museum.fcs.ed.jp/forteachers/gakkorenkei

アートで広げる子どもの未来プロジェクト委託業務公募型企画プロポーザルに関する質疑と回答



No. 質問事項 質疑内容 回答

3

4委託業務の内容

（4）その他　に

ついて

②著名なアーティストの参画も検討とありますが、（別

紙）実施スケジュール（案）独自ワークショップの実施

【注意事項】①メディア芸術に関するプログラム、②そ

の他独自プログラムの①と②のどちらも著名なアーティ

ストの参画を求めているのでしょうか？①又は②だけで

も構わないでしょうか？

また、①のプログラムに著名な企業のクリエイター社員

を講師として迎えた場合、著名なアーティストの参画の

条件を満足すると考えて良いでしょうか？

当該事項は県民の興味を惹くための効果的な広報の観点から、可能な

範囲で検討いただく趣旨であり、①・②ともに「著名なアーティス

ト」の参画が必須ということではありません。

また、「著名な企業のクリエイター社員」をもって「著名なアーティ

スト」とは一概には言えません。講師を招聘する趣旨は、アーティス

トをはじめ実施プログラムの分野を専門的な観点から企画・運営でき

る人材に参画してもらうことであり、その趣旨を満たすことが条件と

なります。

4

（別紙）実施スケ

ジュール（案）に

ついて

県立博物館との合同ワークショップの実施の欄に、県立

美術館の欄にあるような謝金の記載がありませんが、同

等と考えて良いでしょうか？

実際の謝金は県立美術館、県立博物館、それぞれとの打合せにより決

定しますが、同等と考えて差し支えありません。

5
ワークショップの

内容について

県立博物館の去年の事業は、福島県文化振興課のホーム

ページより昭和村と全国の方との往復手紙でのワーク

ショップとのことでした。積算内訳書（第3号様式-2）

より、旅費や会場使用料の記載があるので、提案書とし

ては対面のワークショップと考えて良いでしょうか？

昨年度のワークショップは、新型コロナウイルス感染症対策として非

対面型でのワークショップとしましたが、基本的には対面のワーク

ショップとして差し支えありません。なお、感染拡大状況に応じて、

委託契約締結後に非対面型のワークショップの実施を検討していただ

く可能性もございます。

6
ワークショップの

内容について

未決定でも構わないので、県立美術館が想定している講

師の方を教えて下さい。

お名前を公表できないのであれば、どの様な分野の方な

のか教えて下さい。

県立美術館が今年度実施を予定しているワークショップの内容につい

ては、福島県立美術館 HP を御参照ください。

福島県立美術館 HP：https://art-

museum.fcs.ed.jp/forteachers/gakkorenkei


